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〈参考〉 

警察庁「自殺統計」と厚生労働省「人口動態統計」の違い 

〇警察庁「自殺統計」 

外国人を含む総人口を対象としており、遺体発見時点での発見地を元に計上している。死亡理由が不明な場合でも、後日捜査等により自

殺であると判明した時点で自殺統計原票を作成・計上している。 

〇厚生労働省「人口動態統計」 

 日本における日本人のみを対象としており、死亡時点での住所地を基に計上している。自殺かどうか不明な時には自殺以外で処理してお

り、死亡診断書等について作成者から自殺の旨の訂正報告がない場合、自殺に計上していない。 

以上より、2 つのデータには差異が生じている。 

千葉県衛生統計年報と市川市の人口動態統計死亡小票 

〇千葉県衛生統計年報：厚生労働省と同じく人口動態統計を基に計上している。 

〇市川市の人口動態統計死亡小票：市が厚生労働省の承認を受けて、独自に情報収集して計上している。
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１．自殺者数の推移 
（１）警察庁の自殺統計に基づく全国自殺者数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）厚生労働省の人口動態統計に基づく全国自殺者数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注)「人口動態統計」については、平成 31 年 3 月 29 日公表「人口動態調査における都道府県からの報告漏れについて」のとおり、 

平成 16 年、18 年、20~29 年において、申告漏れが判明した。今後、自殺者数においても、変更の可能性がある。 

                            資料：厚生労働省「人口動態統計」より厚生労働省自殺対策推進室作成 
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（３）千葉県衛生統計年報に基づく千葉県自殺者数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）千葉県衛生統計年報に基づく市川市自殺者数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料「千葉県衛生統計年報」より作成 
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２．自殺死亡率の推移 
（１）警察庁の自殺統計に基づく全国自殺死亡率の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）厚生労働省の人口動態統計に基づく自殺死亡率の推移 
 
（２）厚生労働省の人口動態統計に基づく全国自殺死亡率の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）市川市における自殺者数の推移 
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（３）千葉県衛生年報に基づく千葉県自殺死亡率の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）千葉県衛生年報に基づく市川市自殺死亡率の推移 
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３．年齢階級別の自殺者数 
（１）年齢階級別(10 歳階級)の全国自殺者数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）年齢階級別(10 歳階級)の全国自殺死亡率の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：警察庁「自殺統計」、総務省「国勢調査」及び総務省「人口推計」より厚生労働省自殺対策推進室作成 
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（３）平成 29 年における死因順位別にみた年齢階級・死亡数・死亡率・構成割合(全国) 

 

 
 
 
 
 
（４）学生・生徒等の全国自殺者数の推移 

 

 
 
 

(人) 
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４．市川市における自殺の状況（人口動態調査死亡小票より） 
（１）自殺者数 性別内訳（平成 28 年～30 年） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）年齢別自殺者数（平成 28 年～30 年） 
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資料：人口動態調査死亡小票（平成 28-30 年）より作成 
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（３）月別自殺者数（平成 30 年） 

（４）曜日別自殺者数（平成 30 年） 
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（５）配偶関係別の自殺者数の構成割合（平成 30 年） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）自殺の手段（平成 30 年） 
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５．市川市における自損行為による救急搬送人員状況              
（１）搬送者の傷病程度比較（平成 28 年～30 年） 

 
 
 
 
 
（２）自損行為による年齢別搬送者数（平成 28 年～30 年） 
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68 

(人) 



庁内職員向けゲートキーパー研修　アンケート結果 資料2

①R元年10月16日/17日実施　人材育成課　　対象：新規採用職員

②R元年12月4日実施　学校教育部指導課　　対象：生徒指導主任

良く分かった
44%大体分かった

54%

無回答
2%

自殺の現状について

良く分かった
38%

大体分かった
62%

ゲートキーパーの役割について

とても深まった
36%

どちらかというと深まった
62%

あまり深まらなかった
2%

自殺対策に対する理解は深まったか

できる
38%

どちらかといえばできる
58%

どちらかといえばできない
4%

研修は日々の業務に活用できるか

よく分かった
75%

大体分かった
24%

無回答

1%

自殺の現状について

よく分かった
70%

大体分かった
30%

ゲートキーパーの役割について

できる
69%

どちらかと言えばできる

26%

どちらかと言えばできない

4%

無回答

1%

研修は日々の業務や生活に活用できる

か



③R元年12月20日実施　介護福祉課　　
　対象：介護福祉課職員、市内居宅介護支援事業所に所属するケアマネジャー

良く分かった
54%

大体分かった
36%

無回答
10%

自殺の現状について

知っていた
10%

言葉は知っていたが詳し

く知らない
36%

知らなかった
54%

ゲートキーパーを知っていたか

良く分かった
34%

大体分かった
64%

無回答
2%

ゲートキーパーの役割や心得

傾聴のコツについて

できる
60%

どちらかといえばできる
38%

どちらかといえ

ばできない

2%

研修は日々の業務に活用できるか

とても深まった
42%どちらかというと

深まった
56%

無回答
2%

自殺対策に対する理解は深まったか

















＜生きるを支える相談窓口一覧　利用状況調査票＞

無

受ける

受けない

している

して
いない

Ⅰ　健康・家族の問題

Ⅱ　介護・認知症

Ⅲ　障がい

Ⅳ　児童虐待 いじめ
       犯罪被害

Ⅴ　求職　失業

Ⅵ　労働の問題

Ⅶ　個人の債務、
      企業の経営不振

Ⅷ　医療費

Ⅸ　年金

Ⅹ　ひとり親家庭

Ⅺ　各種生活資金

Ⅻ　自死遺族

有

無

有

無

1.課内の「生きるを支える相談窓口一覧」
   設置場所

2.市民から、直接相談や問い合わせを
   受ける部署である

3.市民の相談時に
   「相談窓口一覧」を活用している

詳　細

6.他課及び他機関から紹介を受けたが
   対応が困難だったこと

・近所トラブル
・困難ということではないのですが、内容によりまたすぐに別の場所を紹介することがある
・目的・主訴を整理して話すことが出来ない方への対応、支援を拒否する方への対応
・本来、当課から担当課をご案内することが理想であるにも関わらず、担当課等から当課へ案内され、盥回しにならない対応に苦慮している

・紹介されたことがないため　・他課及び他機関から紹介を受けておりません

5.活用したが
   改善が必要な点

・課内職員への周知と窓口設置用配布部数の増
・良く情報をいただく部署とは、やりとりをする内容について共通理解をする必要と感じる
・全庁的に限られた部数の配布であるが、当課の場合、課題解決のお手伝いという業務の性質から職員数と同部数が欲しい

・活用機会がないため

4.よく利用する
   分野

・生活に困っている方や高校や大学に通わせたいが経済的に困難な方へのご案内
・各種支援体制に関する問い合わせ等
・生活保護に関すること、貸付に関すること・生活福祉資金及び生活保護費に関する問い合わせ等
・ひとり親世帯等からの子の就学資金に関する相談等

・高額医療費、小児慢性特定疾病に関する問い合わせ

・障害年金や遺族年金に関する問い合わせ

・ひとり親家庭等医療費等助成、児童扶養手当

・子育てしながら働きたい

・多重債務相談

資料4
市川市保健センター健康支援課

令和2年1月実施分

・救急出動時等、必要に応じて活用している　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・窓口、電話相談、問合せ等において必要に応じて使用する
・相談班の職員には周知している　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・相談先確認のため活用
・職員への周知はしており、必要な場面で活用している　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・職員個人に配付し、相談業務で活用

・職員に周知されていない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・必要な対応ができているため利用に至っていない
・相談が一度もないため、活用する機会はない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・職員には周知はした。市民からの問い合わせは課の業務のみである
・利用に至らず対処できているため
・高齢者や障がい関係以外の相談を受けることがない（必要時紹介できるよう職員が情報の確認のため見ることはある　）

・ＤＶ相談など
・育児に関する相談、ひきこもりに関する相談、精神疾患に関する相談

・介護認定に関するお問い合わせや、要介護認定や要支援認定者ではない高齢者からの日常生活の相談等
・高齢な親の健康・生活状況についての心配等で高齢者サポートセンターを紹介

・補装具、障害認定などに関する問い合わせ
・各種支援体制に関する問い合わせ等

・警察全般の活動
・児童虐待に関すること

令和2年1月

有

・窓口設置・消防局及び消防署所　                                                                  　　　 　　　　　　　　・非常勤を含む課内の全職員が個人で持っている
・非常勤を含むグループ内の全職員が持っている　                                            　　　　　　　　　　　　・窓口を定位置としている
・相談班内に複数設置あり　                                                                             　　　　　　　　　　　・市民相談員及び相談班職員が所有
・女性相談員（5人）全員が個人で持っている、職員事務室に1冊保管している　  　　　　　　　　　　　　　・自殺対策関係ファイルと共に保管
・ケースワーカーと、相談支援専門員に配布
・相談員の部屋と各班に１冊ずつ配付、現在、委託により中学生を対象としたＬＩＮＥ相談を行っている。
   その業者に必要な部分だけでも情報を提供しておきたいのだが、どうなのだろうか

・個人で持っている人もいれば持っていない人もいる                                        　　　 　　　　　　　　・課内で共有している
・担当者が保管している                                                                                   　　　　　　　　　　・各担当ごと配布しているが、定位置はない
・職員が個人で持っている

・窓口、電話、面接など　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・救急出動時等
・労働相談窓口を案内、社労士による労働相談を実施している　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・主に、女性の一般相談における電話相談及び来所相談
・面接、電話、訪問など（面接・訪問については主に認知症初期集中チーム対応）　　　　　　　　　　　・高齢者施設における虐待が疑われる場合の相談に対応
・悩みを抱える小学生から２０歳未満の少年とその保護者等を対象としている(電話、メール、面談)



参考資料

Ｈ３０年度　こころの体温計　アクセス数（平成３０年４月～３１年３月）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 年代別
合計

10代 42 35 27 23 19 97 38 64 24 45 23 59 496

20代 103 87 74 86 27 133 65 109 59 63 37 134 977

30代 94 108 93 69 79 265 107 113 64 65 84 252 1,393

40代 119 50 64 45 93 219 83 95 133 81 65 321 1,368

50代 96 57 55 31 55 154 61 74 62 49 78 172 944

60代 67 39 32 20 25 70 43 58 18 38 26 97 533

月別合計 521 376 345 274 298 938 397 513 360 341 313 1,035 5,711

10代 75 49 58 47 38 125 89 81 49 93 70 127 901

20代 119 136 176 102 96 289 167 142 132 175 149 313 1,996

30代 148 281 213 217 140 672 207 296 217 268 182 484 3,325

40代 176 160 151 130 151 939 244 274 136 159 168 409 3,097

50代 527 138 149 107 84 746 106 180 124 87 117 360 2,725

60代 90 55 62 53 46 110 55 64 30 36 39 156 796

月別合計 1,135 819 809 656 555 2,881 868 1,037 688 818 725 1,849 12,840

総計 1,656 1,195 1,154 930 853 3,819 1,265 1,550 1,048 1,159 1,038 2,884 18,551

50.2%
48.5%

1546

参考資料①

男性

女性

男女合計年間平均アクセス数

2,866
6,222

若年男性（10～30代）
若年女性（10～30代）

約4.5倍 増加



  令和元年度　こころの体温計  アクセス数（平成３１年４月～令和元年１２月）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月 年代別
合計

10代 45 41 32 118 32 86 115 68 22 559

20代 84 146 123 135 178 247 188 93 89 1,283

30代 93 83 157 91 281 351 96 117 105 1,374

40代 131 170 102 87 84 468 112 85 124 1,363

50代 104 91 76 179 113 192 68 71 60 954

60代 70 85 34 46 104 134 44 35 38 590

月別合計 527 616 524 656 792 1,478 623 469 438 6,123

10代 114 95 107 381 122 180 183 59 135 1,376

20代 197 178 196 247 130 434 165 97 119 1,763

30代 283 247 275 355 243 586 316 236 113 2,654

40代 152 184 168 286 302 481 249 242 277 2,341

50代 165 230 162 132 221 355 71 109 176 1,621

60代 96 106 90 59 129 227 45 42 84 878

月別合計 1,007 1,040 998 1,460 1,147 2,263 1,029 785 904 10,633

総計 1,534 1,656 1,522 2,116 1,939 3,741 1,652 1,254 1,342 16,756

参考資料②

男性

女性

3,216
5,793

52.5%
54.5%

男女合計年平均アクセス数 1862（4月～12月まで）

若年男性（10～30代）
若年女性（10～30代）

約2倍 増加
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